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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

文学部
人文科学科

教育学部
教育学科

法学部
法学課程

経済学部 ＊
経済学科
経営学科
１年次（学科分属前）

理学部 ＊＊
数学科
物理学科
化学科
生物科学科
地球科学科
１～２年次（学科分属前）
１年次（学科分属前）（旧）

医学部
医学科

（うち医師養成に係る分野）
保健学科

歯学部
歯学科

(うち歯科医師養成に係る分野）

(a)
(人)

７６０
７６０

２２０
２２０

８５０
８５０

７６０
３００
２７０
１９０

１，２００
１００
７０

１５０
１６０
１２０
６００

－

１，３５５
５９５

(５９５）
７６０

３６０
３６０

(３６０)

(b)
(人)

９００
９００

２７３
２７３

１，０１４
１，０１４

８３９
３３４
２９３
２１２

１，３５３
１２９
９０

１６３
１８２
１５４
６３５
〔７〕

１，４１２
６０５

(６０５)
８０７

３６６
３６６

(３６６)

(b)/(a)×100
(％)

１１８．４
１１８．４

１２４．１
１２４．１

１１９．３
１１９．３

１１０．４
１１１．３
１０８．５
１１１．６

１１２．８
１２９．０
１２８．６
１０８．７
１１３．８
１２８．３
１０５．８

－

１０４．２
１０１．７

(１０１．７)
１０６．２

１０１．７
１０１．７

(１０１．７)

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

薬学部 ＊＊
１～３年次（学科分属前）
総合薬学科※１７

工学部
応用理工系学科
情報エレクトロニクス学科
機械知能工学科
環境社会工学科
３年次編入学（各学科共通）
材料工学科※１６
応用化学科※１６
情報工学科※１６
電子工学科※１６
システム工学科※１６
応用物理学科※１６
原子工学科※１６
機械工学科※１６
土木工学科※１６
建築都市学科※１６
環境工学科※１６
資源開発工学科※１６
１年次（学科分属前）（旧）

農学部 ＊
生物資源科学科
応用生命科学科
生物機能化学科
森林科学科
畜産科学科
農業工学科
農業経済学科
１年次（学科分属前）
１年次（学科分属前）（旧）

獣医学部
獣医学科

３２０
１６０
１６０

２，７００
４８０
５４０
３６０
６３０
２０
４０
７０
６０
６０
６０
５０
４０
８０
８０
４５
５５
３０
－

８６０
１０８
９０

１０５
１０８
６９
９０
７５

２１５
－

２４０
２４０

３３８
１６２
１７６

３，１２８
５１１
５９１
３８８
６７０
７７
５５
７９
７５
８０
８７
８６
５５

１０３
１０７
５７
６５
４２

〔１〕

９２６
１１５
９４

１１１
１１８
７３
９７
８５

２３３
〔４〕

２６８
２６８

１０５．６
１０１．３
１１０．０

１１５．９
１０６．５
１０９．４
１０７．８
１０６．３
３８５．０
１３７．５
１１２．９
１２５．０
１３３．３
１４５．０
１７２．０
１３７．５
１２８．８
１３３．８
１２６．７
１１８．２
１４０．０

－

１０７．７
１０６．５
１０４．４
１０５．７
１０９．３
１０５．８
１０７．８
１１３．３
１０８．４

－

１１１．７
１１１．７

○ 別表１（学部の学科、研究科の専攻等の定員未充
足の状況について）
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

水産学部 ＊＊
１～２年次（学科分属前）
水産海洋科学科※１７
海洋生産システム学科※１７
海洋生物生産科学科※１７
海洋生物資源化学科※１７
水産教員養成課程※１７

（うち水産教員養成に係る分野）

８６０
４３０
８０
８０

１２０
１２０
３０

（３０）

９３６
４５５
９９

１１２
１３７
１３３

０
（０）

１０８．８
１０５．８
１２３．８
１４０．０
１１４．２
１１０．８

０．０
（０．０）

学士課程 計
〔学科,専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕

１０，４８５
－

１１，７５３
〔１２〕

１１２．１
－

文学研究科
思想文化学専攻
歴史地域文化学専攻
言語文学専攻
人間システム科学専攻

教育学研究科
教育学専攻※１８

法学研究科
法学政治学専攻

経済学研究科
現代経済経営専攻
経済システム専攻※１６（旧）
現代経済経営専攻※１６（旧）
経営情報専攻※１６（旧）

理学研究科
数学専攻※１７（旧）
物理学専攻※１７（旧）
化学専攻※１７（旧）
生物科学専攻※１７（旧）
地球惑星科学専攻※１７（旧）

(a)
(人)

２３６
３６
７６
７６
４８

４５
４５

４０
４０

６０
６０
－
－
－

－
－
－
－
－

(b)
(人)

２５２
４６
８１
７４
５１

５８
５８

５３
５３

５９
５９

〔１〕
〔３〕
〔１〕

〔４〕
〔１〕
〔５〕
〔５〕
〔１〕

(b)/(a)×100
(％)

１０６．８
１２７．８
１０６．６
９７．４

１０６．３

１２８．９
１２８．９

１３２．５
１３２．５

９８．３
９８．３

－
－
－

－
－
－
－
－

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

医学研究科
医科学専攻

薬学研究科
創薬化学専攻※１７（旧）

工学研究科
応用物理学専攻
有機プロセス工学専攻
生物機能高分子専攻
物質化学専攻
材料科学専攻
機械宇宙工学専攻
人間機械システムデザイン専攻
エネルギー環境システム専攻
量子理工学専攻
環境フィールド工学専攻
北方圏環境政策工学専攻
建築都市空間デザイン専攻
空間性能システム専攻
環境創生工学専攻
環境循環システム専攻
都市環境工学専攻※１６（旧）

農学研究科
生物資源生産学専攻※１７(旧）

環境資源学専攻※１７（旧）
応用生命科学専攻※１７（旧）

水産科学研究科
環境生物資源科学専攻※１６（旧）

生命資源科学専攻※１６（旧）

地球環境科学研究科
生態環境科学専攻※１６（旧）
物質環境科学専攻※１６（旧）

５０
５０

－

６８０
６８
５０
４０
３４
６０
４２
４０
４０
３４
４６
３６
３６
４４
５６
５４
－

－
－
－

－
－

－
－

５８
５８

〔１〕

７９８
７８
５７
５３
４０
７６
５３
５５
５１
４４
３８
５３
３８
５４
５３
５５

〔１〕

〔５〕
〔４〕
〔７〕

〔２〕
〔１〕

〔１〕
〔２〕

１１６．０
１１６．０

－

１１７．４
１１４．７
１１４．０
１３２．５
１１７．６
１２６．７
１２６．２
１３７．５
１２７．５
１２９．４
８２．６

１４７．２
１０５．６
１２２．７
９４．６

１０１．９
－

－
－
－

－
－

－
－
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

国際広報メディア研究科
国際広報メディア専攻※１８

情報科学研究科
複合情報学専攻
コンピュータサイエンス専攻
情報エレクトロニクス専攻
生命人間情報科学専攻
メディアネットワーク専攻
システム情報科学専攻

水産科学院
海洋生物資源科学専攻
海洋応用生命科学専攻

環境科学院
環境起学専攻
地球圏科学専攻
生物圏科学専攻
環境物質科学専攻

理学院
数学専攻
化学専攻
量子理学専攻
宇宙理学専攻
自然史科学専攻
生命理学専攻

農学院
共生基盤学専攻
生物資源科学専攻
応用生物科学専攻
環境資源学専攻

生命科学院
生命科学専攻

２７
２７

３５４
４８
４８
７８
６６
６０
５４

１８０
８６
９４

３２２
８８
７４

１０４
５６

４０６
９２

１１２
４８
３６
７８
４０

３００
９６
８４
３６
８４

２７０
２７０

４３
４３

３８９
５９
５５
８１
５４
８０
６０

１９４
８９

１０５

２８０
６８
５７
９５
６０

４０７
８５

１２０
４９
３０
７８
４５

３４３
８５
９４
６５
９９

２７７
２７７

１５９．３
１５９．３

１０９．９
１２２．９
１１４．６
１０３．８
８１．８

１３３．３
１１１．１

１０７．８
１０３．５
１１１．７

８７．０
７７．３
７７．０
９１．３

１０７．１

１００．２
９２．４

１０７．１
１０２．１
８３．３

１００．０
１１２．５

１１４．３
８８．５

１１１．９
１８０．６
１１７．９

１０２．６
１０２．６

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

教育学院
教育学専攻

国際広報メディア・観光学院
国際広報メディア専攻
観光創造専攻

４５
４５

４２
２７
１５

４３
４３

４５
２７
１８

９５．６
９５．６

１０７．１
１００．０
１２０．０

修士課程 計
〔学科,専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕

３，０５７
－

３，２９９
〔４５〕

１０７．９
－

文学研究科
思想文化学専攻
歴史地域文化学専攻
言語文学専攻
人間システム科学専攻
東洋哲学専攻（旧）
東洋史学専攻（旧）

教育学研究科
教育学専攻※１８
教育制度専攻（旧）

法学研究科
法学政治学専攻

経済学研究科
現代経済経営専攻
経済システム専攻※１６（旧）
現代経済経営専攻※１６（旧）
経営情報専攻※１６（旧）

理学研究科
数学専攻※１７
物理学専攻※１７
化学専攻※１７
生物科学専攻※１７
地球惑星科学専攻※１７

１７７
２７
５７
５７
３６
－
－

４２
４２
－

４５
４５

４５
４５
－
－
－

１０４
２２
１９
２３
２２
１８

２７９
４１

１０９
７０
５９

〔１〕
〔１〕

９０
９０

〔３〕

６６
６６

２８
２８

〔１３〕
〔１２〕
〔１〕

１２３
１９
２０
２７
３２
２５

１５７．６
１５１．９
１９１．２
１２２．８
１６３．９

－
－

２１４．３
２１４．３

－

１４６．７
１４６．７

６２．２
６２．２

－
－
－

１１８．３
８６．４

１０５．３
１１７．４
１４５．５
１３８．９
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

医学研究科
医学専攻
生体機能学専攻※１８
病態制御学専攻※１８
高次診断治療学専攻※１８
癌医学専攻※１８
脳科学専攻※１８
社会医学専攻※１８
内科系専攻（旧）
外科系専攻（旧）

歯学研究科
口腔医学専攻

薬学研究科
生体分子薬学専攻※１７
創薬化学専攻※１７
医療薬学専攻※１７

工学研究科
応用物理学専攻
有機プロセス工学専攻
生物機能高分子専攻
物質化学専攻
材料科学専攻
機械宇宙工学専攻
人間機械システムデザイン専攻
エネルギー環境システム専攻
量子理工学専攻
環境フィールド工学専攻
北方圏環境政策工学専攻
建築都市空間デザイン専攻
空間性能システム専攻
環境創生工学専攻
環境循環システム専攻

４３０
１００
６０
９０
７２
３６
４２
３０
－
－

１６８
１６８

２０
７
７
６

２５５
２４
１８
１５
１５
２１
１５
１５
１５
１５
１５
１５
１５
１５
２１
２１

４４１
１０１
１５

１３８
９６
４６
１８
２７

〔２〕
〔６〕

１３１
１３１

２８
１１
１２
５

２１４
１５
１２
１６
１２
１７
８

１８
１４
９
７

１７
１６
１１
２３
１９

１０２．６
１０１．０
２５．０

１５３．３
１３３．３
１２７．８
４２．９
９０．０

－
－

７８．０
７８．０

１４０．０
１５７．１
１７１．４
８３．３

８３．９
６２．５
６６．７

１０６．７
８０．０
８１．０
５３．３

１２０．０
９３．３
６０．０
４６．７

１１３．３
１０６．７
７３．３

１０９．５
９０．５

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

システム情報工学専攻（旧）
電子情報工学専攻（旧）
物質工学専攻※１６（旧）
分子化学専攻※１６（旧）
量子物理工学専攻※１６（旧）
量子エネルギー工学専攻※１６（旧）
機械科学専攻※１６（旧）
社会基盤工学専攻※１６（旧）
都市環境工学専攻※１６（旧）
環境資源工学専攻※１６（旧）

農学研究科
生物資源生産学専攻※１７
環境資源学専攻※１７
応用生命科学専攻※１７

獣医学研究科
獣医学専攻

水産科学研究科
環境生物資源科学専攻※１６（旧）

生命資源科学専攻※１６（旧）

地球環境科学研究科
地圏環境科学専攻※１６（旧）
生態環境科学専攻※１６（旧）
物質環境科学専攻※１６（旧）
大気海洋圏環境科学専攻※１６（旧）

国際広報メディア研究科
国際広報メディア専攻※１８

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

６２
２５
１８
１９

９６
９６

－
－

－
－
－
－

２８
２８

〔５〕
〔３〕
〔３〕
〔１〕
〔２〕
〔１〕
〔３〕
〔５〕

〔１５〕
〔７〕

９８
４９
２７
２２

７４
７４

〔２０〕
〔８〕

〔２〕
〔１４〕
〔３〕
〔９〕

３３
３３

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

１５８．１
１９６．０
１５０．０
１１５．８

７７．１
７７．１

－
－

－
－
－
－

１１７．９
１１７．９
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学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

情報科学研究科
複合情報学専攻
コンピュータサイエンス専攻
情報エレクトロニクス専攻
生命人間情報科学専攻
メディアネットワーク専攻
システム情報科学専攻

水産科学院
海洋生物資源科学専攻
海洋応用生命科学専攻

環境科学院
環境起学専攻
地球圏科学専攻
生物圏科学専攻
環境物質科学専攻

理学院
数学専攻
化学専攻
量子理学専攻
宇宙理学専攻
自然史科学専攻
生命理学専攻

農学院
共生基盤学専攻
生物資源科学専攻
応用生物科学専攻
環境資源学専攻

生命科学院
生命科学専攻

１２６
１２
２４
２４
１８
２４
２４

１０５
５１
５４

１９２
４５
４５
６９
３３

１７０
３４
４４
２０
１６
４０
１６

１００
３２
２８
１２
２８

８４
８４

１３４
２１
１２
２０
２４
３３
２４

８３
４３
４０

１２６
１８
２８
５９
２１

１１０
１４
３１
１０
１４
３１
１０

８９
３１
２０
１５
２３

６５
６５

１０６．３
１７５．０
５０．０
８３．３

１３３．３
１３７．５
１００．０

７９．０
８４．３
７４．１

６５．６
４０．０
６２．２
８５．５
６３．６

６４．７
４１．２
７０．５
５０．０
８７．５
７７．５
６２．５

８９．０
９６．９
７１．４

１２５．０
８２．１

７７．４
７７．４

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

教育学院
教育学専攻

国際広報メディア・観光学院
国際広報メディア専攻
観光創造専攻

２１
２１

１７
１４
３

１６
１６

１２
８
４

７６．２
７６．２

７０．６
５７．１

１３３．３

博士課程 計
〔学科，専攻の廃止後も在籍する学生数 計〕

２，２８７
－

２，２４０
〔１４０〕

９７．９
－

法学研究科
法律実務専攻

経済学研究科
会計情報専攻

公共政策学教育部
公共政策学専攻

３００
３００

４０
４０

６０
６０

２６１
２６１

４７
４７

７０
７０

８７．０
８７．０

１１７．５
１１７．５

１１６．７
１１６．７

専門職学位課程 計 ４００ ３７８ ９４．５

（注１)※１６を付した研究科の専攻及び学部の学科は，平成１６年度をもって募集を停
止した専攻及び学科を，※１７を付した研究科の専攻及び学部の学科は，平成１７
年度をもって募集を停止した専攻及び学科を，※１８を付した研究科の専攻は，平
成１８年度をもって募集を停止した専攻を示す。

（注２）＊を付した学部の各学科における収容定員及び収容数は，２～４年次を示す。
（注３）＊＊を付した学部の各学科における収容定員及び収容数は，３～４年次を示す。
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○ 計画の実施状況等

１ 定員充足率が９０％未満の主な理由

【学士課程】

学部の学科等 主な理由

水産学部
・水産教員養成課程※１７
（うち水産教員養成に係
る分野）

水産教員養成課程の学生定員については，各学科に均等
になるよう学生を配属しているため，収容数が０人とな
った。
なお，水産学部は平成１８年度の組織再編に伴い，左記
課程の学生募集を中止しており，年次進行で解消する予
定である。

【修士課程】

研究科の専攻等 主な理由

工学研究科
・環境フィールド工学専攻

退職した教員の分野における進学希望者が減少したこと
により，収容数が下回った。

情報科学研究科
・生命人間情報科学専攻

定員を上回る志願者数を確保しているが，志願者の約30%
を占める学外志願者の合格率が低いため，収容数を下回
った。

環境科学院
・環境起学専攻
・地球圏科学専攻

学生確保のための広報が不足していることにより，収容
数が下回っている。

理学院
・宇宙理学専攻

本専攻を設置した平成１８年に，学生を確保するための
広報が不足していたこと，想定していた人数以上に合格
辞退者がいたこと，また，同年度に退学があったため，
収容数が少なかった。今年度もその影響により，収容数
が下回った。

農学院
・共生基盤学専攻

異動した教員の分野における平成１９年度の進学希望者
が減少したことにより，収容数が下回った。

【博士課程】

研究科の専攻等 主な理由

経済学研究科
・現代経済経営専攻

博士課程修了後の就職状況の悪化に加え，課程博士号授
与に向けた指導の強化による留年者の減少により，収容
数が下回っている。

研究科の専攻等 主な理由

理学研究科
・数学専攻※１７

左記の分野における研究・開発職の需要不足及び学生の
募集・指導を担う教員の定年等による交代が多く，学生
確保に時間不足があったため，収容数が下回った。なお，
理学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，左記専攻
の学生募集を中止した。

医学研究科
・生体機能学専攻※１８
・脳科学専攻※１８

左記の専攻が基礎医学分野から構成される専攻であるこ
と，平成１６年度から必修化された新臨床研修制度によ
り，志願者が減少し収容数が下回った。なお，医学研究
科は，平成１９年度の組織再編に伴い，左記専攻の学生
募集を中止した。

歯学研究科
・口腔医学専攻

平成１８年度から義務付けられた１年間の卒後臨床研修
により，１８年度に入学した新卒者が０名であったため，
収容数が少なかった。
今年度もその影響により，収容数が下回った。
このような状況は制度の導入に伴う一過性の減少と受け
止められるが，１年間の卒後臨床研修が前期，後期とあ
るため，充足率は平成２２年度まで影響する。

薬学研究科
・医療薬学専攻※１７

学生１名が途中退学したため，収容数が下回った。なお，
薬学研究科は平成１８年度の組織再編に伴い，左記専攻
の学生募集を中止した。

工学研究科
・応用物理学専攻
・有機プロセス工学専攻
・物質化学専攻
・材料科学専攻
・機械宇宙工学専攻
・量子理工学専攻
・環境フィールド工学専攻
・空間性能システム専攻

多くの修士課程修了者が企業等に就職し，博士課程進学
希望者が少なかったことから収容数が下回った。特に環
境フィールド工学専攻については，学生の募集・指導を
担う教員の退職により，学生確保に時間不足があったた
め，収容数が下回った。

獣医学研究科
・獣医学専攻

社会情勢の影響で学部卒の就職希望者が増加したことに
伴い，平成１６年度入学者が著しく少なかった（入学定
員２４名に対し入学者１１名）ことが今年度にも影響し，
収容数が下回った。

情報科学研究科
・コンピュータサイエンス専攻
・情報エレクトロニクス専攻

ソフトウェア開発能力やナノテクノロジー・材料分野の
研究開発能力を持った学生に対する就職求人活動が活発
になり，結果として修士修了者の就職希望者が例年より
も増加し，収容数を下回った。

水産科学院
・海洋生物資源科学専攻
・海洋応用生命科学専攻

近年の経済状況の悪化により学資の確保が困難なこと及
び博士課程修了者の就職状況が改善しないことから，収
容数が下回った。
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研究科の専攻等 主な理由

環境科学院
・環境起学専攻
・地球圏科学専攻
・生物圏科学専攻
・環境物質科学専攻

環境起学専攻は，修士課程の半分を占める統合コースが
高度職業人養成を主たる目的としているため，修士課程
修了時に就職する学生が多いこと，その他の専攻につい
ては，博士課程修了者の就職状況が改善しないことなど
から収容数が下回った。

理学院
・数学専攻
・化学専攻
・量子理学専攻
・宇宙理学専攻
・自然史科学専攻
・生命理学専攻

これらの分野における研究・開発職の需要不足，学生の
募集・指導を担う教員の定年等による交代が多く，学生
の確保に時間不足があったため，収容数が下回った。

農学院
・生物資源科学専攻
・環境資源学専攻

退職した教員の分野における平成１９年度の進学希望者
が減少したこと及び関連業界，研究機関からの修士課程
修了者に対する求人増により，収容数が下回った。

生命科学院
・生命科学専攻

この分野における研究・開発職の需要不足及び学生確保
のための広報不足があったため，収容数が下回った。

教育学院
・教育学専攻

社会人の合格者数が想定していた人数より少なかったた
め，収容数を下回った。

国際広報メディア・観光学院
・国際広報メディア専攻

博士後期課程修了後の就職不安，修士修了者の就職状況
の好転による進学希望者の減少により収容数が下回っ
た。

【専門職学位課程】

研究科の専攻等 主な理由

法学研究科
・法律実務専攻

入学定員は１００名であり，収容定員は３年課程として
３００名となっているが，入学者のうち半数が法学既修
者を対象とした２年課程である。従って，２年修了時に
半数の５０名が修了することとなるため，収容数を下回
っている。（実質的な収容定員は２５０名である）。

２ 秋期入学の実施状況及び入学者数

修士課程 法学研究科 １名
工学研究科 ９名
情報科学研究科 ２名
環境科学院 １名
理学院 ５名
農学院 ６名
生命科学院 １名

博士課程 法学研究科 ０名
工学研究科 ２２名
獣医学研究科 ６名
情報科学研究科 １３名
水産科学院 ４名
環境科学院 １名
理学院 ６名
農学院 １２名
生命科学院 ２名
国際広報メディア・観光学院 ３名


